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安倍・自公政権は、来年の通常国会に介護保険法改定案を提出する方針

です。主な内容は、「軽度者向けサービスの見直し」となっており、「要支

援」の約１５０万人を保険給付の対象から外す案が浮上しています。 
  

日本共産党などを除く国会議

員が参加する「国会版社会保障

制度改革国民会議」は７月３

日、「給付・負担両面において

国民に厳しい選択を迫らざる

を得ない」などとする社会保障

制度「改革」提言を発表しまし

た。国会版国民会議には、自民、

民主、維新、公明、みんな、生活

の各党と無所属の計１０４人が登

録しています。 
提言では、７０～７４歳の医療費

窓口負担（現在１割）についても

「早急に」２割に引き上げること

が「不可欠である」と主張してい

ます。 
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本
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と
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。
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あ
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た
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行
の
中
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煕
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郎
県
立
大
名
誉
教
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も
「
な
ぜ
壊
す
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か
。
も
っ
た
い
な
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け
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意
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鰺
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１０
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に
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本
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り
プ
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ン
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の
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レ
発
表
会
も
予
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う
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尽
な
も
の
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、「
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ら
ぬ
も

の
は
な
ら
ぬ
」
と
闘
い
続
け
ま
す
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 熊本市においては、「要支援」「要介

護」の認定を受けた方が３４７４９人

（2013 年 4 月末）。そのうち要支援者

は１０４７０人で、１万人以上の市民

が、介護保険から外されることになり

ます。高齢者福祉の切り捨ては許さ

れません。今必要なことは、安心

の老後を保障することです。 

介護保険の要支援者を「保険給

付」から「地域支援事業」の対象に

移せば、ボランティア、ＮＰＯなど

による見守りが中心となります。 
保険給付のサービスには全国一

律で人員や運営の基準が定められ

ていますが、地域支援事業にはそう

した基準がありません。専門のホー

ムヘルパーでなく、ボランティアや

宅配弁当で済ませることも可能とな

っています。利用料やサービス内容

も市町村が裁量で決めることになっ

ており、必要な支援が受けられる保

証はありません。 
  
 

【市民アンケートに寄せられた声】 

＊年金者（少額）にとっ

て、消費税はこたえる。

食事の節約と病院の回

数を減らすことしか解

決できません。（男性、

74歳） 

＊年金生活者にとって、光熱

費、食料品、日用品の値上

げが相次いでいます。年金は下がっ

ていくのに、物価だけがあがってい

くのを考えれば、この先が不安です。

年金受給額の引き下げは止めて欲し

いです。（女性、63歳） 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 熊本市の保育所入園児数は、過去

5 年間で、北区の 156％・南区の

136％を中心にどの区でも伸びてい

ます。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一方、待機児・保留児数も増え続け

ています。特に、2012・2013 年度

は大きく増えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 熊本市には、「保育料の減免制度」

があります。しかし、その利用は少

なく、昨年度の利用世帯は 39 世帯

です。子どもの貧困が社会問題とな

って久しくなりました。必要とする

子どもは増えていると思われます。 
 減免制度の周知徹底・利用促進を

すすめるべきです。 
 
 
 
 
 
 
  保育需要が増え続ける中、足り

ない保育所の受け皿として、また長

時間や乳児・障がい児など、さまざ

まな需要に応えた保育を実施し、多

様化する保育需要にも応えているの

が認可外保育所です。 
 これまで、保護者・事業者の両者

から粘り強い助成拡充の要望が繰り

返され、わずか 
ずつ助成が増え 
てきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜メニュー＞ 
「児童健康診断」、「職員健康診断」 
「職員研修費」、「園児賠償責任保険」 
「医薬品・衛生材料費」「検便費」 
「防災・安全・衛生費」 
2012 年度から「乳児・障がい児保育への

助成」が加わり、2013年度は新たに、「保

育士資格取得への支援」が始められます。 
しかし、認可園に比べ負担の重い

保育料を軽減するため、運営費補助

など、さらなる拡充が必要です。 

増え続ける待機児・保留児、急がれる「保育所」整備 

日本共産党・市議会だより 2013年7月14日号（№857） 

年々増大する保育需要に応え、安心して預けられる保育環境の整備が必要です 

【熊本市の保育所入園児数】 
    

  2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 伸び率 

中央区 2,735 2,737 2,884 2,888 2,924 107% 

東区 3,732 3,970 4,093 4,297 4,339 116% 

西区 1,911 1,946 2,080 2,044 2,105 110% 

南区 2,843 3,496 3,596 3,760 3,871 136% 

北区 2,102 3,067 3,116 3,197 3,280 156% 

合計 13,323 15,216 15,769 16,186 16,519 
 

                ＊伸び率は、2009年から2013年の5年間 
 

 
 増え続ける保育需要

に応え、入所を希望する

すべての子どもが安心

して通えるよう、保育所

整備を抜本的にすすめ

る必要があります。 
 規制緩和で、定員を上

回る入所児童数となっ

ています。良好な保育環

境確保のため、定員を上

回る詰め込み保育は解

消していくべきです。 

保育料の納付に困っている人は、「減免制度」の活用を！ 

保護者負担の軽減など、認可外保育所への助成拡充を！ 

【熊本市の保育料減免制度】 

① 主たる生計者の失業 

② 病人がいて高額な医療費が必要 

③ 災害に罹災した時 

④ 生活困窮 

以上4 つの理由で、世帯の収入が70％

以下になった場合、その減額に応じて減免

が適用されます。また、寡婦控除を受ける

ことのできないひとり親世帯も減免の対

象となります。いずれも、申請が必要です。 

＜お問い合わせ＞ 

市役所保育幼稚園課 ℡ 328-2568 
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待機児・保留児の年次推移 


